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新
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６
面
か
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１
５
０
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口

井

（
前
号
ま
で

戦
後
の
女
学
校

時
代
、
平
和
の
空
に
聳そ

び

え
る
桜

島
に
感
動
し
て
初
め
て
油
絵
を

描
い
た
。港
区
で
会
社
に
勤
め
、

活
動
家
の
夫
と
結
婚
。
長
男
誕

生
後
、
夫
が
重
病
に
陥
る
も
奇

跡
の
生
還
。
昭
和
四
十
一
年
、

愛
読
誌
の
社
会
奉
仕
思
想
に
惹ひ

か
れ
退
職
。
五
十
二
年
、
銅エ

ッ

版チ
ン

画グ

に
魅
了
さ
れ
、
介
護
と
両
立

で
創
作
を
続
け
た
。
が
、
母
と

姑し
ゅ

をと
め

相
次
ぎ
見
送
っ
た
後
、
ス

ラ
ン
プ
に
陥
っ
た

）

◆
決
別
、
そ
し
て
再
出
発

朝
も
ま
と
も
に
起
き
ら
れ
な

い
状
態
が
半
年
ほ
ど
続
い
た
昭

和
五
十
六
年
の
秋
。描
い
た
富

田
林
風
景

は
初
の
一
〇
〇
号

作
品
で
し
た
（
そ
れ
ま
で
は
最

大
八
〇
号
）。
今
の
自
分
に
は

し
ん
ど
い

と
感
じ
た
広
い
キ

ャ
ン
バ
ス
に
筆
を
運
ば
せ
な
が

ら
、
心
の
中
で
何
度
も

お
母

さ
ん
助
け
て
！

と
叫
ん
だ
も

の
で
し
た
。
が
、
同
時
に
胸
に

涌
き
上
が
っ
て
き
た
の
は
、
シ

ャ
ン
と
し
な
か
っ
た
自
分
と
の

決
別
、そ
し
て
再
出
発
で
し
た
。

◆
息
呑
ん
だ
強
烈
な
赤

翌
年
に
は
中
国
を
訪
れ
、
昆こ

ん

明め
い

の
棚た

な

田だ

や
麦
畑
を
描
き
ま
し

た
。五
月
、飛
行
機
か
ら
見
下
ろ

し
た
時
の
記
憶
は
鮮
明
で
す
。

麦
刈
り
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
ら

し
く
、土
手
の
線
の
鮮
や
か
さ
、

鉄
分
の
多
い
真
っ
赤
な
土
と
作

物
の
緑
が
織
り
な
す
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
は
、
抽
象
画
で
も
及
ば
な

い
強
烈
な
も
の
で
し
た
。
特
に

土
の
赤
さ
に
は

こ
の
通
り
描

い
た
ら
血
の
よ
う
で
気
持
ち
悪

が
ら
れ
る

と
危
惧
し
、
色
調

を
抑
え
た
ほ
ど
で
し
た
。

◆

分
厚
い
カ
ー
テ
ン

こ
の
中
国
を
初
め
て
訪
問
し

た
の
は
そ
の
三
年
前
で
し
た
。

一
回
目
の
訪
ソ
（
昭
和
四
十
一

年
）
で
一
緒
だ
っ
た
女
優
の
望

月
優
子
さ
ん
か
ら

ソ
連
だ
け

で
は
片
手
落
ち
よ

と
勧
め
ら

れ
て
の
訪
問
で
し
た
が
、
そ
の

時
、
中
国
に
対
し
て
感
じ
た
の

は
、
日
本
の
ル
ー
ツ
の
よ
う
な

懐
か
し
さ
と
共
に
、
歴
史
の
古

さ
や
民
族
の
多
様
さ
（
地
方
ご

と
の
違
い
は
同
じ
国
と
思
え
な

い
ほ
ど
で
し
た
）
か
ら
来
る
不

可
解
な
部
分
が
と
て
も
大
き

い
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ソ
連
は
当
時

鉄
の
カ
ー
テ

ン
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、

同
じ
社
会
主
義
で
も
中
国
の
カ

ー
テ
ン
は
緞ど

ん

帳ち
ょ

のう

よ
う
に
分
厚

く
、
し
か
も
幾い

く

重え

に
も
重
な
っ

て
い
る

そ
ん
な
印
象
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
そ
ん
な
未
知
の
部

分
に
迫
り
た
い
一
心
で
、
そ
の

後
、
中
国
に
は
何
度
も
訪
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
た
。

◆
い
い
加
減
に
描
け
な
い

中
国
の
棚
田
に
勝ま

さ

る
と
も
劣

ら
な
い
感
動
を
与
え
て
く
れ
た

の
が
日
本
の
棚
田
で
し
た
。

昭
和
五
十
九

六
十
年
、
愛

媛
県
佐さ

田だ

岬
を
訪
れ
、
一
連
の

岬
風
景

写
真
上

を
残
し
ま

し
た
が
、そ
こ
の
棚
田
は
、美
し

さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の

裏
に
は
日
本
の
農
民
の
営
み
が

感
じ
ら
れ
、
こ
れ
は
い
い
加
減

な
気
持
ち
で
は
描
け
な
い

と

い
う
思
い
に
突
き
上
げ
ら
れ
た

も
の
で
し
た
。
例
え
ば
、
田
は

年
々
下
が
り
続
け
、
や
が
て
一

番
下
は
海
へ
落
ち
そ
う
に
な
る

の
で
、
そ
の
石
や
土
を
一
番
上

ま
で
運
び
上
げ
て
築
き
直
し
ま

す
。
そ
ん
な
作
業
を
営
々
と
繰

り
返
し
な
が
ら
米
作
り
を
続
け

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

◆
焦
が
れ
た
中
南
米
へ

昭
和
五
十
六
年
に
は
北
欧
、

メ
キ
シ
コ
、
キ
ュ
ー
バ
へ
。
六

十
年
に
は
三
度
目
の
訪
中
と
共

に
ス
ペ
イ
ン
へ
初
の
ス
ケ
ッ
チ

旅
行

写
真
下
。
六
十
一
年
に

は
再
び
北
欧
へ
。
六
十
三
年
に

は
四よ

度た
び

中
国
へ
。
こ
う
し
て
国

内
外
を
次
々
と
訪
れ
る
中
、
焦こ

が
れ
る
思
い
で
訪
問
を
望
ん
で

い
た
土
地
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
中
南
米
で
し
た
。（
つ
づ
く
）

平
和
の
願
い
画
布
に
込
め
て
｜

さ
ん

（
八
幡
屋

）

平
和
の
願
い
画
布
に
込
め
て
｜

さ
ん

（
八
幡
屋

）

第７幕第７幕
佐田岬の棚田を描いた 岬の小さな村
（昭和 年）。農民の営みに感銘を受けた

キ
ャ
ン
バ
ス

ス
ペ
イ
ン
を
ス
ケ
ッ
チ
旅

行
中
の
私
（
昭
和

年
）

中
年
男
の

失
敗

を
通
じ

て
社
会
の
あ
り
方
や
人
の
価
値

を
考
え
さ
せ
る
芝
居

緒お

方が
た

さ

ん
の
失
敗

が
四
月
三
十
日
と

五
月
一
日
、
波
除
の
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス

石
炭
倉
庫

で
上
演

さ
れ
、
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

作
家
・
中
村
路み

ち

子
（
女
性
文
芸

賞
受
賞
）
原
作
・
脚
本
、
あ
ん

が
い
お
ま
る
演
出
、
あ
ん
が
い

お
ま
る
一
座
ス
タ
ジ
オ
公
演
。

石
油
シ
ョ
ッ
ク
で
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
騒
動
が
起
こ
っ

た
昭
和
四
十
八
年
。
交
通
事
故

を
起
こ
し
た
中
年
男
が
倒
産
、

離
婚
、
借
金
、
果
て
は
自
分
も

交
通
事
故
被
害

と
人
生
を
狂

わ
さ
れ
、
酒
浸び

た

り
に
な
り
、
自

分
を
見
失
っ
て
い
く
。
が
、
被

害
者
や
義
弟
ら
と
の
関
わ
り
の

中
で
、

人
は
一
人
で
生
き
て

い
る
の
で
は
な
い

人
は
生

き
て
い
る
だ
け
で
価
値
が
あ

る

僕
の
失
敗
は
（
事
故
で

は
な
く
）
誇
り
を
な
く
し
た
こ

と
に
あ
っ
た

と
気
付
き
、
こ

れ
か
ら
先
ど
ん
な
事
が
あ
っ
て

も
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
、
人

と
の
関
わ
り
の
中
で
生
き
て
い

こ
う

と
決
意
す
る

。

◆
日
本
社
会
の
本
質
突
く

少
な
い
役
者
と
簡
素
な
舞
台

装
置
に
よ
る
小
品
な
が
ら
、
社

会
と
人
間
の
あ
り
様
を
深
く
考

え
さ
せ
る
同
劇
団
な
ら
で
は
の

秀
作
で
し
た
。

長
台
詞

ぜ
り
ふ

を
我
が
物
と
し
た
主

役
ヨ
ッ
シ
ー
原
本
の
演
技
は
、

絶
望
か
ら
希
望
へ
と
変
わ
っ
て

い
く
中
年
男
の
心
情
を
見
事
に

表
現
し
、
煙
が
目
に
し
み
る

（
プ
ラ
タ
ー
ズ
）な
ど
懐
か
し
い

洋
楽
の
挿
入
は
古
き
良
き
時
代

へ
の
郷
愁
を
誘
い
、
（
マ
ス
コ

ミ
な
ど
が
）
な
い

と
繰
り
返

し
言
え
ば
、
あ
る
物
も
な
い
よ

●
三
先
出
身
の
歌
手
・
香
西
か

お
り
さ
ん

新
曲

千
一
夜

好
評
。
都
会
の
夜

に
独ひ

と

り
物
想
う
切
な
い
女
心
を

ワ
ル
ツ
の
リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
。

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
は

止や

ま
な
い

雨

六
月
十
六
日
（
木
）
と

二
十
三
日
（
木
）
の
深
夜
一
時

半
か
ら
朝
日
放
送
エ
ン
カ
メ

出
演
予
定

六
月
二
十
五
日

（
土
）
十
四
時
半
か
ら
明
石
市

民
会
館
で

香
西
か
お
り
コ
ン

サ
ー
ト

六
月
二
十
八
日

（
火
）

ラ
ジ
オ
第
一

歌

の
散
歩
道

出
演
予
定

七
月

三
日
（
日
）
十
五
時
か
ら
新
歌

舞
伎
座
で
開
催
の

正
司
歌
江

か
し
ま
し
娘

芸
能
生
活
七

七
周
年
記
念
公
演

ゲ
ス
ト
出

演
予
定

七
月
八
日
（
金
）
十

四
時
半
と
十
八
時
半
か
ら
高
槻

現
代
劇
場
で

香
西
か
お
り
コ

ン
サ
ー
ト

か
お
り
倶く

楽ら

部ぶ

は
夕
凪
一

一
一

一
八
ロ
ー

レ
ル
ハ
イ
ツ
一
階
。

●
波
除
在
住
の
演
歌
歌
手
・
藤

か
ほ
り
さ
ん

六
月
十
五
日

（
水
）
十
時
半
か
ら
サ
ン
テ
レ

ビ

演
歌
、

出
演
予

定

六
月
十
八
日
（
土
）
十
三

時
か
ら
マ
リ
ー
ナ
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
（
港
晴
三

一

三
、大
阪
市
中
央
体
育
館
南
側
、

み
な
と
通
沿
い
）で
開
催
の
東

日
本
大
震
災
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ

シ
ョ
ー

出
演
予
定

七
月
十

日
（
日
）
十
五
時
か
ら
港
区
民

セ
ン
タ
ー
で
開
催
の

デ
イ
サ

ー
ビ
ス
あ
お
ぞ
ら
記
念
式
典

出
演
予
定

六
五
八
二

一

二
四
一
藤
企
画
。

●
弁
天
在
住
の
歌
手
・
青
木
美

香
子
さ
ん

五
月
二
十
一
日
に

世
界
館
（
波
除
）
で

青
木
美

香
子
シ
ョ
ー

を
開
催
。
収
益

の
一
部
を
東
日
本
大
震
災
義
援

金
と
し
て
寄
付
し
た

七
月
九

日
（
土
）

間ま

口ぐ
ち

本
社
ビ
ル
（
港

区
海
岸
通
）
で
開
催
の

み
な

と
浪
曲
寄
席

出
演
予
定

六
五
七
六

六
六
一
五
オ
フ
ィ

ス

。

藤かほりさん

香西かおりさん

青木美香子さん

う
に
思
え
て
く
る

お
金
は
人

の
便
利
の
た
め
に
生
ま
れ
た
の

に
、
そ
れ
で
首
を
吊
る
人
も
い

る

な
ど
風
刺
の
効
い
た
台
詞

の
数
々
は
、
物
が
溢
れ
る
に
つ

れ
冷
え
込
ん
で
き
た
日
本
社
会

の
本
質
を
突
い
て
い
ま
し
た
。

■
あ
ん
が
い
お
ま
る
一
座

八

月
の
光
の
中
で

被
爆
電
車
の

少
女
た
ち

あ
れ
か
ら
六
十

六
年
。
原
爆
を
主
題
に
、
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
昭
和
の
真
実
を

描
く
。綾あ

や

羽は

一か
ず

紀き

作
、あ
ん
が
い

お
ま
る
演
出
。八
月
六
日（
土
）

十
三
時
半
、十
六
時
、七
日（
日
）

十
一
時
、
十
四
時
の
四
回
。
前

売
二
千
八
百
円
、
当
日
三
千
三

百
円
、
学
生
・
子
供
無
料
。
問

い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
会
場

の
石
炭
倉
庫
（
波
除
六

五

一
八
、

弁
天
町
駅
か
ら
国

道
四
三
号
を
北
へ
直
進
、
安
治

川
堤
防
突
当
り
右
す
ぐ
。

六

五
八
一

〇
六
六
四
）
へ
。

中年男の 失敗 から人や社会のあり方
を問うた 緒方さんの失敗 の一場面
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